
仮設－本設兼用合成地下壁の開発その２（合成壁の梁曲げ試験）
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１．はじめに

前稿その 1 に引き続き，Ｔ形鋼＋ハット形組合せ鋼矢板と後打ちＲＣ壁で形成される合成壁が，鋼・コンク

リート合成構造として挙動することを確認するため，梁曲げによる実大サイズの性能確認試験を実施した．

２．曲げ試験概要

試験は正曲げ試験（鋼矢板が引張り縁側に位置）2 ケース，負曲げ試験（鋼矢板が圧縮縁側に位置）1 ケー

スの計 3 ケースを実施した．試験体概要図を図-1 に，試験体断面図を図-2 に示す．鋼矢板およびＴ形鋼の仕

様は前稿その 1で述べた押し抜き試験と同様であり，鋼矢板表面に剥離材を塗布して付着を抑えている．また

後打ちＲＣ壁の断面高さ（鋼矢板ウェブ位置からの高さ）は 40cm とした．載荷方法は 4 点曲げとし，支点か

ら載荷点までの距離（せん断スパン）は，正曲げ試験においては 3.5m（正-1）および 2.1m（正-2，※東側 2.35m）

とした．正-1 は曲げ破壊，正-2 ではＲＣと鋼材間のすべり破壊を想定して形状設定した．なお，地下壁体構

造では壁延長方向（水平）へのコンクリートの動きが拘束されることを考慮し，2対の角型鋼管を用いて，試

験体を挟み，上下端をボルトで固定して，試験体の側面変形をできるだけ拘束した（計 6箇所設置，写真-1）．
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図-1 試験体概要図

３．試験結果

表-1 に試験条件および試験結果（最大荷重）を示す．図-3 に載荷荷重と試験体中央位置のたわみ量の関係

を示す．同図中には，完全合成構造の想定のもと平面保持を仮定して計算した降伏耐力および終局耐力を示す

（表-1 の材料強度を使用し，「合成ばり構造設計指針・同解説」1）の手法適用）．また，正-2 では，前稿その 1

の押し抜き試験結果に基づき計算したＲＣと鋼材間すべり予測荷重も併せて示す．いずれのケースも実験値は
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図-2 試験体断面図（※負曲げの場合反転）
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写真-1 曲げ試験状況（正-1）
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表-1 試験条件および試験結果（最大荷重）

材料強度試験値(N/mm2) 試験結果

ｹｰｽ
載荷

方向

せん断ス

パン(m)
ｺﾝｸﾘｰﾄ

圧縮強度

鋼矢板

降伏強度

主鉄筋

降伏強度

補強鉄筋

降伏強度

最大荷重

（kN）

主な破壊性状

正-1 3.5 28.0 1368 ｺﾝｸﾘｰﾄが圧壊

正-2
正曲げ

2.1(2.35) 31.4 2267 ｺﾝｸﾘｰﾄ圧壊⇒RC-鋼材間すべり

負-1 負曲げ 3.5 25.6

326 365 382

756 鋼矢板が座屈，RC ひび割れ増大

計算値を上回っており，十分な耐力性能を保有するこ

とが確認できた．正-2 では，すべり予測荷重も大きく

上回り，当初想定していたすべり破壊が先行して生じ

ることはなかった．図-4 に正曲げ試験の降伏荷重時に

おける，載荷点位置の材軸方向のひずみ分布を示す．

正-1，正-2 いずれのケースも平面保持条件が成立し，

完全な合成構造として挙動しており，本合成壁構造は

十分な一体性を有していることが確認できた．

各試験体の破壊性状について，正曲げ試験の 2 ケー

スでは，いずれも試験体中央部のコンクリート圧壊に

より荷重低下が生じた．その後，せん断スパンの短い

正-2 ケースでのみ，せん断破壊が生じ，ＲＣと鋼材間

のすべり量が増大した（図 5）が，荷重が急激に低下

することは無かった．負曲げ試験では，試験体中央部

での鋼矢板の座屈進行に伴い，徐々に荷重が低下した．
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図-5 ＲＣと鋼材間のすべり量 図-3 実験結果（荷重～変位関係）
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参考文献：1）日本建築学会：各種合成構造設計指針・同解説，合成ばり構造設計指針・同解説, 1985.
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図-4 降伏荷重時における材軸方向ひずみ分布
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